
 

 

 

 

老人クラブの今後の活性化に向けて 
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１． 若手委員会設置の背景と経緯 

人口の高齢化が進み高齢者人口が増加しているにもかかわらず、老人クラ

ブの会員数は、近年、右肩下がりの減少傾向が続いている。 

その原因は、会員の新規加入の減少と既存会員の退会、既存クラブの解散

などによる減少の両面がある。 

会員の加入の減少、とりわけ若手会員の加入の減少の原因は、定年の延長

や再雇用により６５歳までの雇用が一般的になったことや価値観や趣味な

どの多様化があげられるが、老人クラブの魅力不足も見逃せない点である。 

また、若手会員の減少は、年齢の高齢化に伴う役員負担に伴う会員退会や

役員のなり手不足による老人クラブの解散などの原因となり、既存会員の減

少の原因の一つともなっている。 

このような状況は、全国の老人クラブすべてでみられるもので、全国の老

人クラブで若手委員会が作られ、独自の活動が取り組まれている。 

本連合会は、平成２６年９月に「若手委員会」の設置を決定し、平成２７

年度から活動を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．提言 

（１） 若手委員から見た老人クラブの現状 

  委員会では、若手委員から見た老人クラブの現状について意見を求め、下

記の意見が述べられた。 

 

  ・定年年齢が伸び、６５歳まで仕事をしている人が多くなり、老人クラブ

への加入年齢が上がってきている。 

・老人クラブへは、会社を退職してからやりがいや社会貢献を求めて入っ

た。加入することで人の輪が広がってきたが、それは加入して分かった

ことである。 

  ・会員間の年齢が幅広くなったので、会員間の考え方などにギャップがあ

る。 

  ・老人クラブという名称の「老人」に違和感がある。名称変更が必要では 

ないか。 

  ・高齢になりデイケアに通う人の中には、そちらのほうが楽しくなった人

がいる。 

  ・自治会と老人クラブの関係を整理する必要があるのではないか。自治会

に入らないと老人クラブに入れない地域がある。 

  ・老人クラブで行っている行事に参加することにより、顔つきが変わり、 

元気になってきている。 

  ・勧誘の際、行事に興味を持ち加入してくれたことがあるので、行事を増

やすことも加入促進策の一つではないか。 

  ・リーダーになる人材が不足しているのではないか。 

  ・情報提供手段が少ない。会員には「ほがらか堺」が配布されているが、

会員以外には情報提供が困難である。「広報さかい」の活用やホームペー

ジの活用など積極的に情報提供するべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 若手委員会の今後取り組む活動 

 

１．楽しく、魅力ある老人クラブづくり 

 

価値観が多様化している現在、高齢者も多様な趣味を持ち、それぞれいろい

ろなところで楽しんでいる。 

魅力ある老人クラブとは何かと考えたとき、老人クラブに加入した高齢者が、

これまで培った特技や経験を生かした自己実現や地域へ貢献する活動ができる

ことは重要である。 

また、そのことにより生きがいを感じられることが、老人クラブへの積極的

な参加につながると考えられる。 

 

２．団塊世代を中心とした若手会員の加入促進 

 

同年代による声掛けが加入促進に最も効果的である。 

会員の年齢層の広がりや時代の流れに伴い、会員の興味やニーズは変化して

おり、会員ニーズを知るためのアンケート調査を実施する。 

 

３．新しい事業の検討 

 

若手世代は多様な趣味を持っている。その世代が興味を持つと思われる今ま

でにない新しい文化系やスポーツ系のクラブやイベントを創設し、そのクラブ

への参加をきっかけに老人クラブへの加入につながっていく。 

 

４．広報活動による情報発信の充実 

 

老人クラブ活動の周知を図ることが加入促進につながる。 

ホームページを活用し、タイムリーな情報発信に努める。 

「ほがらか堺」や各区広報紙を会員以外への配布や、集客施設などへの配架な

どを進める。 

 

５．若手会員の研修会や他市との交流 

 

次代を担うリーダー会員を作ることが重要である。他市の若手会員との交流

会や研究会を検討する。 



３. 委員会開催日程 

 

第１回  平成２７年 ７月２９日（水） 

第２回  平成２７年 ９月１７日（水） 

第３回  平成２７年１１月１８日（水） 

第４回  平成２８年 １月１８日（月） 

第５回  平成２８年 ２月２５日（木） 

 

４. 委員名簿 

（平成２８年２月２５日現在） 

No 区 校  区 氏   名 備 考 

1 堺 区 錦  西 深井 和豊  

2  

西 区 

 

浜寺石津 金城 キミ子  

3 浜寺石津 岡 幹野  

4 福  泉 谷本 善子  

5  

北 区 

百 舌 鳥 横田 健  

6 光 竜 寺 中川 祐子  

7  

中 区 

西 陶 器 近本 和秋  

8 西 陶 器 土山 恵子  

9  

南 区 

原 山 台 川畑 詔子  

10 新檜尾台 井上 善吾  

11  

美原区 

平  尾 添田 豊司  

12 平  尾 東野 美恵子  

   

担当理事  

 

 副会長   辻 洋児  


